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保管のしかた（長期使用しない場合）

故障かな？と思ったら

保護機能のはたらき

①お手入れ、清掃をした後、乾燥マットの空気をよく抜いてたたむ。
②電源コード、ふとん乾燥マット、ホースを収納し、取扱説明書とともに、お買い上げ時の箱に納めて、湿気の少な
いところに保管してください。

故障かな？と思ってもよく調べてみると故障でない場合もあります。
修理を依頼する前に、もう一度次の点をお調べください。

次の場合、保護機能がはたらいて運転を中止します。
●本体にふとんなどを掛けたとき
●ホースの先をふさいだとき
●フィルターが目詰まりしたとき
●ふとん乾燥マットまたは、衣類乾燥カバー（HFK-
SD20のみ）が正しく広げて使用されていないとき

以上のことをお調べになり、それでも具合の悪いときは、ご自分で修理なさらないでお買い上げの販売店または
「ご相談窓口」（裏表紙）にご相談ください。

症　　状

運転しない

電源プラグが確実にコンセントに差し込まれていますか。

保護機能がはたらいたとき ①電源プラグをコンセントから抜く
②正しい使用状態に直して約10分待つ
③電源プラグをコンセントに差し込み、
　コースを設定し直し、「運転切／入」
　ボタンを押す

｢夏」「冬」「節電」「運転切／
入」ランプが同時点灯

「夏」「冬」「節電」コースの選択と時間を設定し、「運転切／入」
ボタン,を押しましたか。

ふとん乾燥マットや、衣類乾燥カバーの取付口がねじれてい
たり、折りたたまれていませんか。

「掛ふとん側」表示が上になっていますか。

温度過昇防止用サーミスタが働いていることが考え
られます。
電源プラグを抜いて正しい使用状態に直し、しばらく
（約10分）してから再び電源を入れる。吸込口、吹出口がふさがれていませんか。

本体にふとんがかかっていませんか。

フィルターが汚れていませんか。

「夏」コースを選択し、設定時間が「送風」位置になって
いませんか。

電源プラグをコンセントに差し込む。

「操作方法」（6ページ）参照。

「掛ふとん側」表示が裏側になっていた場合、表にして
ください。
「フィルターのお手入れ」（12ページ）参照。

「操作方法」（6ページ）参照。

ふとん乾燥マットや、衣類乾燥カバーの接続口から空気がも
れていませんか。

ファスナーや面ファスナーを閉じなおしてください。
（ファスナーのもち手はねかせて固定してください）

乾きが悪い
ふとん乾燥マッ
トのふくらみが
悪い

温風にならない

点 検 す る と こ ろ

現 象 直 し か た

処　　　　　置

（1）電源コードを収納 （2）ふとん乾燥マットを
　　収納

（3）ホースを収納

（4）ふたを閉じる

ホースの吹出口を奥に
突き当たるまで入れ、
ホースが本体より出な
いように押し入れる。　

「夏」「冬」「節電」「運転切／入」ランプが同時に点灯していませんか。

前側のふくらみが大きくありませんか。 ふくらんでいる部分を軽く押してください。または、
ふとんの中心部を軽く持ち上げてください。
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